
 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより 令和5年4月 
どりーむ保育園 
看護師 喜屋武 

ご入園、ご進級おめでとうございます♪新年度を迎え、大きくなった喜びと期待いっぱいの笑顔に出会うこと

ができ嬉しく思います。今年度も子どもたちが健やかに、元気いっぱいに保育園生活を送ることができるよう、

サポートしていきたいと思います。年度当初は、緊張から疲れやすくなっていますのでご家庭ではしっかり 

ご飯を食べて早めに眠り、休養を心がけてくださいね。 

 

基本的に保育園で薬の与薬は行っていません。 

やむを得ず薬を持参される場合は、 

下記の要項を必ず守ってください。 

感染症関係のお知らせ 

お薬について 

●医師の処方以外の薬はお預かりできません。 

●お薬依頼書に必要事項を記入し、お薬と一緒

に持参してください。 

 朝与薬した時間を必ず記入してください。 

 ４時間あけて与薬します。 

☆お薬依頼書の運用が変更になります！ 

 園で与薬した時間とサインを記入し返却しま

すので、翌日同じ用紙に朝の与薬時間を記入

して持たせてください。 

●お薬は１回分のみ持参してください。 

●薬に名前を明記してください。 

(１包ずつ） 

●登園時に必ず職員に手渡ししてください。 

（お薬依頼書がない、手渡しではなく内容の 

確認がとれないとき等は与薬できません） 

〇園では、感染症回復後の登園の際に、 
感染症の種類によって 
・主治医記入の登園許可書 
・保護者記入の登園届 を提出していただいて
おります。入園のしおりに記載されているので
その都度確認をお願い致します。 
ホームページよりプリントアウトできます。 
不明な点はお声をおかけください。 

〇特に診断のない発熱があった時、集団生活に 
適応できる目安は、解熱後24時間を経過した後
です。解熱剤を飲んでいたり、座薬を入れて 
解熱した状態での登園は控えていただくように
お願い致します。 

〇感染症発生時、お知らせを入口掲示板に掲示 
しますのでご覧ください。 

〇感染症発生時に受診する際には、「今、保育園
で○○と診断されたお子さんがいます」と 
お伝えください。 
診断の参考にしていただけます。 

〇発熱、嘔吐、下痢症状がある場合や感染症を 
発症している保護者の方やご兄弟をお連れの際
の送迎は、玄関での対応とさせていただきます。
ご遠慮なくインターフォンを押して、その場で
お待ちください。 

体調不良時のお願い 

 以下の状態の時には、保護者の皆様に連絡を 

させていただきますので、なるべく早めにお迎え 

をお願いします。 

□発熱しているとき（３８℃以上） 

□３８℃以下でも、食欲がない、咳や鼻水が 

ひどい、眠れない、元気がなくぐったりしている 

呼吸が荒いなどいつもと様子が違う場合 

□嘔吐や下痢がある 

□発疹などがあり感染症が疑われる 

 

※体調不良で入院された場合、退院後すぐ（翌日） 

の受け入れはできません。しっかりと医師の指示を 

守りましょう。 

※緊急連絡先が出張や外出などで異なるときは 

 必ず知らせてください。 

 

□予防接種後は、副反応による発熱等に備え 

保護者の方の見守りが必要です。 

予防接種は休日または降園後に受けて 

いただくようお願いします。 

 

□気管支拡張剤のテープ（ホクナリン、ツロブテロール）

を貼っている時は職員にお知らせください。 

テープはなるべく背中側に貼ってください。 

万が一はがれてしまった際には、誤食防止のため

園で処分させていただきますのでご了承下さい。 

 

    ☆現在園内で流行している感染症は 

     ありません。 

    ☆例年、４月は発熱や下痢、手足口病  

     などが多くみられます。 

少しでもいつもと体調が違うなと思うことが 

ありましたら、職員へお伝えください。 

  

＜お願い＞ 


